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体幹前屈運動における腰部脊柱起立筋の動作筋電図学的研究
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要約

体幹の前回は腰椎の朋曲連動と両股関節を中心とし

た骨盤の回旋運動から成り立ち腰痛発生のメカニズ

ムと関漉している。現恋までにこの動作についての多

くの研究がなされているが腰部の動態と替柱起立筋

の筋電話動の関係について詳細な検討を行った報告は

少ない。我々は15人の健常若年成人を対象に，前屈動

作中の腰椎と骨般の動態および腰部脊柱起立筋の筋矯

図変化を，磁気センサー式動作解析システムと表出筋

電計を用いて，同時に測定の後に解析した。この動作

を立位から最大前脂位まで(閥曲相)と最大前回位か

ら立位まで(伸展相)に分けると，前者では腰椎と骨

盤の運動は比較的同時にほぼ問じ割合で生ずるが，後

者では前半に骨盤が後半には腰椎の運動が優位に生

じた。平均最大筋電位は伸展相において閥曲相の1.7

倍と荷意に大きかった。最大電位が得られた肢位につ

いて検討を行うと屈曲相ではほぼ中間地点で最大筋噂

位に速するのに対し伸展相では早期により深い前屈

位置で最大筋需位に漉した。よって腰部脊柱起立筋の

筋活動は伸展相の初期に活発であることが判明した。

またこの時，脊柱起立筋の強い張力により腰椎には大

きな庄迫力が生じるため椎間板内圧も上昇していると

推測されるο 以上より 深い前閥位から体幹を起こし

はじめた直後の肢位は腰椎椎間板ヘルニアなどの腰

痛性疾患を発生させる危険性が高く，腰痛性疾患の管

理と予防上，重嬰であると考えられた。

緒智

腰痛は成人の60%--80%が一生漉のうち一度は経験

するといわれるほど一般的なものであり(1)整形外科

診療において最も頻繁に遭遇される焼患の一つである。

腰椎への機械的負荷が腰部疾患の発症の一因であるこ

とが広く知られており，体幹前屈運動を頻繁に行う者

では腰痛の催患率が高く また椎間板ヘルニアの頻度

も高い(2)(3)(心。したがって前屈動作における腰椎の運

動解析が今までにもなされてきた。しかしこれらの研

究では主にX線計測が用いられてきたためω眠 X線

被爆や，解析手技が煩雑で労力が大さいなどの問組点

があった。また腰部の筋活動を同時に測定評価したも

のは少ない(7)。

近年，磁気センサー式三次元空間計測装置が開発さ

れ，これによって空間内のセンサーの動きを正確に計

測できるようになった。本研究では削屈動作における

腰椎への負荷について検討するために，この装撹安応

用して腰椎と骨盤の運動および表面筋篭凶を用いた腰

部脊柱起立筋の筋電活動を測定・解析した。

方法

腰痛の既往のない健常若年成人15人(男性10人，女

性5人)の被験者を対象とした。年令は20--28識(平

均 21.8歳)で，身長は150--180cm(平均 164.7cm)， 

体重は45--83kg(平均 60.8kg)であった。

足幅約15--20cm!こ開脚し 両膝伸展を保持したま

ま体幹をゆっくり前闘し，最大前回位で 1--2秒間の

静止の後に碍びゆっくり立位に廃るという一連の動作

を被験者に行わせ，この間の腰椎及び骨盤(仙骨)の

動きと腰部脊柱起立筋の筋篭図変化を同時に測定した。

測定時間は 7秒間であり，この聞に動作を終える様に

指ホした。

腰椎および骨盤の動きの測定に・は，磁気センサー式動

作解析システム (3SPAC日 FASTRAK，Polhemus 

Navigation， Colchester， VT， USA)を用いた。こ

れはトランミッターによって磁界空聞を作り，この 3
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センサーおよび表面電極のとりつけ図1

果

腰椎の最大屈曲角度と骨盤の最大回旋角度に男女差

はなかった。また腰椎の最大屈曲角度が大きい被験者

は骨盤の最大回旋角度が小さい傾向にあったが，統計

学的に有意ではなかった (r=-0.22，p=0.36) (図2)。

腰部が 5%動くごとの腰椎屈曲角度(百分率)と骨

盤回旋角度(百分率)を示した(図 3)。これによる

と屈曲相の前半では，腰椎角度の変化率が骨盤の角度

のそれより上回り，後半では逆に骨盤の角度の変化率

が腰椎のそれを上回った。つまり屈曲の前半は腰椎の

屈曲が，後半は骨盤の回旋が優位に生ずることを示唆

している。これに対し伸展相では，初期には骨盤の運
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腰椎と骨盤可動域の相関

腰椎と骨盤可動域の相関を示す。両者間には弱

い負の相関があるが (r=-0.22)，統計学的に

は有意でない(p=0.36)。破線は平均値を表す。
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次元空間中のセンサーの位置及びセンサーの角度を経

時的に記録するものである。今回センサーは2個用い，

各々 60Hzの頻度でサンプリングした。 2つのセンサー

は第12胸椎赫突起(センサ-1)及び第2仙椎赫突起

(センサー 2)上の皮膚に両面粘着テープを用いて貼

り，その上から各々弾性テープで固定した(図 1)。

トランスミッターはセンサーが正常に作動する磁界空

間内に入る様に，高さ70cmの木製の箱の上に設置し

被験者の傍らに置かれた。

体幹の前回動作時に生ずる腰椎の屈曲運動と骨盤の

回旋運動を，各センサーの動きを解析することによっ

て明らかにした。立位においてセンサー 1と2がなす

角度 (α)を基準にして，前屈動作中の1/60秒ごと

の角度の変化量(ムα)を腰椎の屈曲角度として経時

的に算出した。また立位からセンサー 2の回旋した角

度を骨盤の回旋角度とし 同じく経時的に算出した。

運動開始から最大前屈位(センサー 1の回旋角度が最

大となる時点)までの屈曲相と 最大前屈位から立位

(センサー 1の運動が終了した時点)までの伸展相と

にわけで腰椎及び骨盤の動き比較した。

最大前屈角度は各被験者によって異なるので，個々

の被験者においてセンサー 1の最大可動角度を100%

として，これが 5%動くごとにその時点での腰椎屈曲

角度と骨盤回旋角度を算出した。すなわち屈曲相およ

び伸展相で，各々21個の時点における腰椎屈曲角度と

骨盤回旋角度を検出した。また，この腰椎屈曲角度お

よび骨盤回旋角度は最大前屈位においてそれぞれ最大

値をなすが，これらの値を100%として，各時点での

腰椎と骨盤の角度を百分率で表わした。

腰部脊柱起立筋の筋電図は筋電計 (ME3000P，

Mega Electronics Ltd.， Kuopio， Finland)を用

いて記録した。使い捨ての表面電極 (BlueSensor 

Medicotest， Olstykke， Denmark)をL2 -3レベ

ルで右側の脊柱起立筋の筋腹に貼り (図 1)， 

sampling rate 1000Hz， frequency band 20-500Hz 

で記録した。これらのデータはパーソナルコンビュー

タ (DynabookTecra， Tosiba Co. Ltd.， Tokyo) 

を用いて解析した。

得られた筋電図信号は， 125Hzに平滑化の後整流化

した。ついで前屈動作に要した時間は各被験者によっ

て異なるので，屈曲相と伸展相についてこれを10等分

して，それぞれの区間における整流電位の平均値を算

出した。さらにこれによって得られた平均電位が最も

大きい区間の中央点における腰椎と骨盤の角度を求め，

被験者間の平均値を算出した。統計学的検討は t検定

を用い， p<0.05を有意とみなした。
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伸展

図3 前屈運動時の腰椎と骨盤の運動リズム

前屈運動中の腰椎と骨盤の運動を示す。左は立位より最大前屈(屈曲) 右は最大前屈より立位(伸展)で

ある。屈曲前半には腰椎が後半には骨盤の運動が大きい。一方伸展では屈曲の逆の現象が顕著にみられ

る。各点は平均値±標準偏差を表す。
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図4 前屈運動時の脊柱起立筋の筋電図変化

前屈運動中の腰部脊柱起立筋の表面筋電図変化

を示す。屈曲，伸展ともにー峰性であるが，伸

展時のピークの方が高い。図中央の線で表され

る最大前屈時には立位とほぼ等しく低電位であ

る。各点は平均値土標準偏差を表す。

動が腰椎のそれを大きく上回り，一方終了前には腰椎

が骨盤の運動を大きく上回る すなわち屈曲と逆のパ

ターンとなった。

腰部脊柱起立筋の筋電活動パターンを図4に示した。

立位において活動電位は低い値を示すが，体幹が前屈

されるにしたがって斬増し屈曲周期の80%時にピー

クに達する。その後はすみやかに減少して，最大前屈

位でほぼ初期値に戻った。次いで伸展相に入ると電位
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図5 前屈運動中の最大筋電位時のセンサ一角度

前屈運動中の最大筋電位時のセンサー 1 (T12)， 

センサー 2(82)の角度をシェーマで示す。 1は

立位， 4は最大前屈時のセンサー1，2の角度， 2は

屈曲最大電位， 3は伸展最大電位時のセンサー1，2

の角度を表す。伸展最大電位時の体幹前屈はいま

だ深く，腰椎伸展の開始直後である。

は突然上昇し，伸展周期の40%の時点でピークに達し

た。伸展がさらに進むにつれて斬減し，動作終了時に

初期値に戻った。

各々の被験者における前屈および伸展各相での最大

電位の平均はそれぞれ 63.6士48.0μV，106.9:t 48.1 

μVであり，統計学的に有意に伸展相で大きな値を示

した (p<O.Ol)。また各相において，最大電位を発生

する肢位での各センサーの回旋角度の平均値は，いず

(51) 
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れも伸展相より屈曲相で有意に小さな値を示した (p

く0.000。この肢位を被検者の右側より見たように図

式化したものが閲5である。最大電位時の肢位は，伸

展相の方が深い前回袋勢である。またセンサ… 1と2

で作られる腰椎角度は伸展相の最大電位時には最大前

回時のそれとほとんど変化がなく，骨盤回続に続いて

る腰椎の伸展開始臨後である O

考 察

日常生活において，体幹の前屈や重量物の挙上は頻

繁に行われる重要な動作であり 腰痛発生の原因とな

りうる (2)(3)(的。したがって過去に前屈動作に関する運

動学的研究が数多くなされてきたが，削述のようにX

線を用いた研究が主であり(め(6) 測定や解析に畿つか

の問題を抑えていた。近年開発された磁拭センサ

2ヨ壬次元控間計測装蹴を使用することによつてこれが容

易かつ非侵襲的lにこ行えるようになつ fたこど(偵ω8紛)

今回の実験結果では最大前届時の腰椎屈曲角度およ

び骨盤同旋角度の平均lはまそれぞれ 5印9.1"。 士 l叩0.8
0

， 5 

3.ι4。士 15.3
0

で，同じ方法を用いてなされた今まで

の研究と同様の結果が得られた(8)(九骨盤の可動域は

各被験者間でのパラつきが大きかったが(図 2)，こ

れは個々のハムストリングの長さの違いによるものと

考えられる。 Gajdosikらはハムストリングスの長さ

は骨盤の可動性に影響するが腰椎の可動性には影響

を与えないとしている(ヘ我々の結果において，図 2

したように腰椎の最大岡曲角度と骨盤の最大回旋

角度の聞に相関がなかったことに矛盾しない。したがっ

て腰椎の可動性はハムストリングスの伸長性よりむし

ろ椎間板や靭帯組織の柔軟性など，他の因子により決

定されると考えられる。

腰椎および骨盤は前屈動作時と前屈位からの伸展動

作時で単に対称的な運動をするものではなかった口屈

曲相では前半腰椎の運動が後半は骨盤の運動が相対

的に優位であったがその程度はいずれも小さい(図3

で腰椎と骨盤のカーブによって区画される面積は小さ

い)。これに対して，伸腿相では腰椎と骨盤の運動の

相対的な優位性はより強調されている(前述の面積は

大きい)。この特徴的現象は被験者の大多数において

見られ， Cailliet によって記述された腰椎骨盤運動リ

ズムに相当し(11)過去にも報告されているωω。体幹

を伸展する際に骨般の回旋が先行することは，上体を

ある程度起こすことにより，腰部脊柱起立筋に要求さ

れる大きな負荷を軽減するのに役立つ効率的な機序で

あると盟、われる。

腰部草子柱起立筋の筋活動は図4からわかるように最

(52) 

大前屈位の前後で二峰性を示す。つまり，最大前屈位

では替柱起立筋に筋電活動の減少(~ iわゆる

flexionωrelaxa tion)が見られやはり多くの研究者"

がこれについて報告している州側(16〉(1~ 本研究では

平均最大筋電位は伸展相が回曲相の1.7倍であり優位

い。この理由として胤曲動作は重力方向であるの

に対して伸展は反対方向であるため，上体を運動させ

るのにより大きな脊柱起立筋の張力を要するためであ

ると考えられる。

屈曲相と伸展相における最大電位時の肢位について

も検討を行ったが，伸展相では図5から分るように深

い前屈位をなしており重力による腰椎に加わる屈曲モー

メントも大きい。またこの時点では腰椎は最大屈曲よ

り10%しか伸展しておらず，骨盤運動に続いて生ずる

腰椎の伸腿開始時期と考えられる。したがって腰椎に

は大きな屈曲モーメントに加えて待柱起立筋による大

きな庄迫力が負荷されていると推測されるO 過去の死

体腰椎を用いた力学試験によると椎体に大きな圧迫力

を負荷するのみでは骨折を生ずるが，これに屈曲力を

加えると椎間板ヘルニアを生ずるとされている (18)()9)。

よって本研究で観察された伸展時の肢位は腰椎や起立

筋に大きな機械的ストレスを加え，日常繰り返すこと

により，椎間根変性や起立筋の筋痛を生じたり，既に

椎間板変性がある者では椎間板ヘルニアを生ずる可能

性があると思われる。したがって腰痛の予防や管理に

このような肢位をとらないような日常生活の指導が重

要であると考えられる。
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Abstract 

Forward bending of the trunk often triggers low back pain. Regardless of previous studies， 

much has been 1eft unknown with respect to this underlying mechanism. We studied this 

motion with an electromagnetic tracking device and surface e1ectromyography (日MG)in 15 

hea1thy young adults. In flexion Cfrom standing to full flexion)， the lumbar spine and pelvis 

moved almost simultaneously in a relatively parallel fashion. On the other hand， in extension 

(from full flexion to standing)， the pelvis moved first and then the lumbar spine followed. 

Mean of maximum EMG in extension phase was significantly higher by 70% as compared to 

flexion phase. An analysis of the peak EMG revealed that， in extension，日MGreached to the 

peak at a deep flexion position with a minimum change of the 1umbar angle from full flexion. 

With the high EMG activity and flexion moment acting on the spine， we conclude that the 

returning position soon after full flexion is at a risk of low back injury such as intervertebral 

disc herniation. 
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